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木の文化の再生・創造

　近畿中国森林管理局では、京都 ･ 奈良等の世界文化遺産に隣

接する国有林において、景観に配慮した森林づくりを進めるほ

か、社寺等の歴史的木造建築物の修復用資材を供給することに

より、木の文化の再生 ･創造に努めています。

京都　嵐山国有林
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世
界
文
化
遺
産
貢
献
の
森
林

世
界
文
化
遺
産
貢
献
の
森
林

～
歴
史
を
未
来
へ
つ
な
ぐ
森
林
づ
く
り
～

～
歴
史
を
未
来
へ
つ
な
ぐ
森
林
づ
く
り
～

  

世
界
文
化
遺
産
貢
献
の
森
林
と
は

 
 
 
 

近
畿
中
国
森
林
管
理
局
管
内
に
は
、
全
国
の
国
宝
を
含
む
重

要
文
化
財
の
木
造
建
築
物
の
約
半
数
が
所
在
す
る
と
と
も
に
、
世
界

遺
産
に
登
録
さ
れ
て
い
る
８
件
の
「
木
造
文
化
財
建
築
物
群
」
の
う

ち
、
６
件
が
所
在
し
て
い
ま
す
。
こ
の
世
界
文
化
遺
産
や
国
宝
・
重

要
文
化
財
等
の
伝
統
的
な
建
築
物
を
後
世
に
守
り
伝
え
て
い
く
た
め

に
は
、
定
期
的
な
修
復
が
必
要
で
す
が
、
檜
皮
や
構
造
材
な
ど
の
修

復
資
材
や
こ
れ
に
携
わ
る
技
術
者
・
技
能
者
が
不
足
し
、
文
化
財
等

の
維
持
が
困
難
な
状
況
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
国
有
林
に
お
い
て
、

　

○　

木
造
文
化
財
等
の
修
復
に
必
要
な
檜
皮
や
木
材
な
ど
の
資
材

　
　

の
供
給

　

○　

背
景
と
な
る
森
林
と
木
造
文
化
財
等
と
が
一
体
と
な
っ
た
景

　
　

観
の
保
全

　

○　

檜
皮
採
取
技
術
者
で
あ
る
原も

と
か
わ
し

皮
師
の
養
成
の
た
め
の
フ
ィ
ー

　
　

ル
ド
の
提
供

　

○　

木
造
文
化
財
等
と
森
林
の
か
か
わ
り
を
学
習
す
る
場
と
し
て

　
　

の
活
用

  

な
ど
の
事
業
を
展
開
し
、
森
林
の
重
要
性
や
森
林
と
文
化
財
の
か

か
わ
り
等
を
普
及
す
る
象
徴
的
・
総
合
的
な
拠
点
と
し
て
「
世
界
文

化
遺
産
貢
献
の
森
林
」
を
設
定
し
て
い
ま
す
。

紀伊山地の霊場をつなぐ大峰奧駈道（奈良県鳴川山国有林）
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「
世
界
文
化
遺
産
貢
献
の
森
林
」
設
定
箇
所

   

◆
京
都
市
内
の
国
有
林(

平
成
13
年
設
定
）

           

嵐
山
、
銀
閣
寺
山
、
高
台
寺
山
国
有
林
等　

約
５
２
０
㏊

   

◆
宮
島(

広
島
県)

の
国
有
林(

平
成
13
年
設
定)     

           

宮
島
国
有
林
全
域　

約
２
４
０
０
㏊

   

◆
奈
良
盆
地
周
辺
の
国
有
林(

平
成
13
年
設
定)

           

地
獄
谷
、
野
山
国
有
林
等　

約
３
３
０
㏊

   

◆
紀
伊
山
地
の
霊
場
と
参
詣
道
周
辺
の
国
有
林(

平
成
18
年
設
定
）

　
　
　

七
里
御
浜
、
白
谷
山
、
御
手
洗
国
有
林
等　

約
１
３
０
０
㏊

国 有 林

古事の森

文化財
継承林

檜皮
採取林

世界文化遺産
貢献の森

悠久の森

原皮師による檜皮の採取原皮師による檜皮の採取

　管内の 9府県に約 290ha を設定　管内の 9府県に約 290ha を設定

これまでに京都御所、知恩院、熊これまでに京都御所、知恩院、熊

野那智大社、厳島神社など、32 の野那智大社、厳島神社など、32 の

寺社仏閣の修復用材として 51,300寺社仏閣の修復用材として 51,300

㎏を供給㎏を供給

古事の森づくり古事の森づくり

　京都・奈良・和歌山の国有林　京都・奈良・和歌山の国有林

において 4箇所、約５ha を設定において 4箇所、約５ha を設定

木の文化再生・創造のイメージ木の文化再生・創造のイメージ

世界文化遺産貢献の森林世界文化遺産貢献の森林

　　高台寺山国有林（京都）において景観保全等高台寺山国有林（京都）において景観保全等

の観点からカシノナガキクイムシによる被害木の観点からカシノナガキクイムシによる被害木

の伐倒・駆除を実施の伐倒・駆除を実施

文化財継承林文化財継承林

　 管 内 の 11 府 県 に お い て 約　 管 内 の 11 府 県 に お い て 約

102ha を設定（ケヤキ、クスノキ、102ha を設定（ケヤキ、クスノキ、

クリ）クリ）

悠久の森悠久の森

　宮島厳島神社の大鳥居の修復資材となる　宮島厳島神社の大鳥居の修復資材となる

クスノキを地元のボランティア団体と連携クスノキを地元のボランティア団体と連携

し育成（広島）し育成（広島）
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大
文
字
送
り
火
と
国
有
林

大
文
字
送
り
火
と
国
有
林

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人 

大
文
字
保
存
会
副
理
事
長

長
谷
川　

綉
二

　

大
文
字
送
り
火
の
歴
史
は
６
０
０
年
と
も
伝
え

ら
れ
今
で
は
京
都
夏
の
風
物
詩
に
も
な
っ
て
お
り

ま
す
。
古
来
よ
り
精
霊
が
冥
府
に
帰
ら
れ
る
為
に

灯
す
灯
明
で
あ
り
盂
蘭
盆
会
を
醸
し
出
す
行
事
で

都
の
民
衆
が
御
先
祖
や
先
人
に
感
謝
し
将
来
の
安

泰
を
願
う
一
時
で
も
あ
る
と
願
っ
て
我
々
も
灯
し

て
い
ま
す
。

　

火
床
に
使
用
す
る
資
材
は
松
と
麦
藁
を
使
用
し

て
お
り
ま
す
。
赤
松
の
採
取
は
共
有
林
か
ら
採
取

し
て
お
り
ま
し
た
が
、
昭
和
28
年
頃
か
ら
柴
木
等

の
燃
料
か
ら
ガ
ス
、
電
気
に
変
わ
り
村
人
が
山
に

這
入
る
事
が
無
く
な
り
、
強
い
て
は
山
の
施
業
も

し
な
く
な
り
放
置
の
状
態
が
続
い
た
結
果
、
常
緑

樹
の
シ
イ
・
カ
シ
類
が
多
く
な
り
、
低
木
は
サ
カ

キ
、
ヒ
サ
カ
キ
等
の
暗
い
林
に
な
り
ま
し
た
。
古

木
の
根
腐
れ
に
伴
う
倒
木
被
害
や
そ
の
他
の
要
因

に
よ
り
林
内
は
荒
廃
し
、
特
に
赤
松
に
つ
い
て
は

幼
木
の
生
育
に
適
さ
な
い
山
と
変
化
し
て
お
り
ま

し
た
。

　

10
年
前
に
共
有
林
12
㏊
の
林
況
調
査
の
結
果
、

送
り
火
に
使
用
す
る
赤
松
は
こ
の
ま
ま
で
は
10
年

か
ら
15
年
程
度
で
採
取
で
き
な
く
な
る
こ
と
が
分

か
っ
た
の
で
直
ち
に
再
生
計
画
を
組
み
、
大
文
字

山
の
西
斜
面
に
関
し
て
は
京
都
市
景
観
風
致
の
関

係
上
、
常
緑
樹
を
間
引
き
落
葉
樹
を
残
し
、
間
引

い
た
あ
と
は
地
掻
き
を
し
て
赤
松
を
植
栽
す
る
こ

と
に
し
ま
し
た
。
そ
の
後
も
山
麓
の
山
林
所
有
者

で
あ
る
お
寺
の
法
然
院
、
銀
閣
寺
に
話
を
持
ち
か

け
連
携
し
て
施
業
す
る
傍
ら
、
京
都
大
阪
森
林
管

理
事
務
所
管
理
の
国
有
林
が
世
界
文
化
遺
産
貢
献

の
森
に
指
定
さ
れ
、
銀
閣
寺
、
法
然
院
の
所
有

地
、
そ
し
て
私
た
ち
共
有
林
が
連
携
し
た
景
観
整

備
事
業
へ
と
広
げ
る
こ
と
が
で
き
た
と
考
え
て
お

り
ま
す
。
国
と
市
行
政
、
民
間
が
連
携
し
た
森
林

で
あ
り
京
都
の
景
観
を
考
え
た
試
み
で
も
あ
り
ま

し
た
。

　

以
降
そ
れ
ぞ
れ
情
報
交
換
し
な
が
ら
毎
年
保
全

施
業
を
行
っ
て
お
り
ま
す
が
、
数
年
前
か
ら
マ
ツ

ノ
ザ
イ
ゼ
ン
チ
ュ
ウ
被
害
木
が
多
数
発
生
し
て
い

ま
す
。
各
山
と
も
被
害
木
の
伐
倒
駆
除
を
行
っ
て

お
り
ま
す
が
、
特
に
私
た
ち
は
送
り
火
に
使
う
赤

松
の
被
害
と
い
う
こ
と
で
今
後
の
資
材
調
達
を
見

直
さ
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
共
有
林
の

生
立
木
も
被
害
を
受
け
た
こ
と
か
ら
、
被
害
木
の

う
ち
使
用
可
能
な
木
は
今
後
使
用
す
る
こ
と
に
し

た
の
で
す
が
、
将
来
を
考
え
る
と
外
部
調
達
を
考

慮
し
な
け
れ
ば
、
送
り
火
を
施
行
す
る
こ
と
は
不

可
能
で
あ
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。
新
聞
等
で

松
枯
れ
被
害
に
よ
り
伝
統
の
送
り
火
が
消
え
る
と

報
道
さ
れ
、
森
林
管
理
事
務
所
か
ら
国
有
林
の
赤

松
拠
出
の
連
絡
を
受
け
、
さ
っ
そ
く
被
害
木
で
使

用
可
能
な
物
を
売
り
払
い
し
て
頂
き
、
灯
明
の
薪

と
し
て
焚
か
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
末
永
く
京
都
の

伝
統
文
化
の
継
承
に
努
め
て
い
く
所
存
で
す
の
で

今
後
と
も
ご
支
援
を
お
願
い
し
た
い
と
思
っ
て
お

り
ま
す
。

送
り
火
の
風
景

灯
明
の
薪
を
制
作
中

組
み
上
げ
ら
れ
た
火
床
。
点
火
の
た
め
の
麦
藁
が
巻
か

れ
て
い
る
。
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大
山
森
林
生
態
系
保
護
地
域

大
山
森
林
生
態
系
保
護
地
域

保護林保護林
　近畿中国森林管理局では、原生的な天然林や貴重な野生動植物の生息・生育地等　近畿中国森林管理局では、原生的な天然林や貴重な野生動植物の生息・生育地等

の保護を図るため、７４箇所、約１万９千 ha の国有林に保護林を設定しています。の保護を図るため、７４箇所、約１万９千 ha の国有林に保護林を設定しています。

　このコーナーでは、管内の保護林をシリーズで紹介します。　このコーナーでは、管内の保護林をシリーズで紹介します。

　

中
国
地
方
の
最
高
峰
大
山
（
１
，
７
２
９
ｍ
、
剣
ヶ

峰
）
は
、
日
本
海
に
面
し
て
そ
び
え
る
孤
立
峰
で
あ

り
、
天
平
５
年
（
７
３
３
年
）
に
ま
と
め
ら
れ
た
出

雲
国
風
土
記
の
「
国
引
き
神
話
」
の
な
か
で
「
火
神

岳
」
と
記
さ
れ
、
古
く
か
ら
信
仰
の
場
で
あ
っ
た
こ

と
を
う
か
が
い
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
の
地
区

は
昭
和
11
年
に
は
大
山
国
立
公
園
に
指
定
さ
れ
る
な

ど
、
早
く
か
ら
保
護
管
理
が
進
め
ら
れ
、
現
在
で
も

そ
の
ほ
と
ん
ど
は
原
生
的
な
状
態
で
保
存
さ
れ
て
い

ま
す
。

 
 

大
山
に
は
、
西
日
本
一
と
い
わ
れ
る
山
腹
地
帯
の

大
規
模
な
ブ
ナ
の
天
然
林
か
ら
、
亜
高
山
帯
に
属
す

る
山
頂
付
近
の
ダ
イ
セ
ン
キ
ャ
ラ
ボ
ク
の
純
林
や
自

然
草
原
ま
で
の
垂
直
的
な
植
物
群
落
の
推
移
が
み
ら

れ
る
な
ど
、
学
術
的
に
も
価
値
の
高
い
植
生
が
形
成

さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
動
物
相
で
は
、
１
７
０
種

に
及
ぶ
鳥
類
や
１
，
０
０
０
種
を
超
え
る
昆
虫
類
な

ど
、多
様
な
生
き
物
が
生
息
し
て
い
ま
す
。な
か
で
も
、

イ
ヌ
ワ
シ
は
本
州
に
お
け
る
繁
殖
分
布
の
西
限
と
も

い
わ
れ
て
お
り
、
大
山
の
豊
か
な
生
態
系
を
象
徴
す

る
も
の
で
す
。

　

こ
の
「
大
山
森
林
生
態
系
保
護
地
域
」
は
、
原
生

的
な
天
然
林
を
保
存
す
る
こ
と
に
よ
り
、
森
林
生
態

系
か
ら
な
る
自
然
環
境
の
維
持
、
動
植
物
の
保
護
、

遺
伝
資
源
の
保
存
、
森
林
施
業
・
管
理
技
術
の
発
展
、

学
術
研
究
等
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
に
設
定
し
た
も

の
で
、「
保
存
地
区
」
と
「
保
全
利
用
地
区
」
の
２
地

区
か
ら
な
っ
て
い
ま
す
。

　
「
保
存
地
区
（
コ
ア
エ
リ
ア
）」
は
、
原
生
的
な
天

然
林
の
う
ち
か
ら
、
森
林
生
態
系
の
厳
正
な
維
持
を

図
る
地
域
と
し
て
、
植
物
群
落
の
多
様
性
、
動
植
物

の
分
布
及
び
繁
殖
状
況
な
ど
の
森
林
の
生
態
的
特
性

を
確
保
す
る
の
に
必
要
な
広
が
り
を
考
慮
し
て
、
１
，

１
９
７
㏊
の
面
積
を
設
定
し
て
い
ま
す
。

　
「
保
全
利
用
地
区
（
バ
ッ
フ
ァ
ー
ゾ
ー
ン
）」
は
、

保
存
地
区
を
取
り
巻
き
外
部
か
ら
の
影
響
を
直
接
受

け
な
い
よ
う
、
緩
衝
の
役
割
を
果
た
す
た
め
に
必
要

な
広
が
り
を
考
慮
し
て
、
１
，
９
９
６
㏊
の
面
積
を

設
定
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
大
山
周
辺
の
地
理
、
地
形
や
動
植
物
に
詳

し
い
専
門
家
10
名
に
「
大
山
森
林
生
態
系
保
護
地
域

保
全
管
理
協
力
員
」
を
委
嘱
し
て
、
登
山
者
な
ど
に
、

森
林
生
態
系
保
護
地
域
設
定
の
趣
旨
、
森
林
の
生
態
、

役
割
等
の
説
明
や
自
然
愛
護
の
た
め
の
呼
び
か
け
等

を
行
っ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

設定箇所等

　鳥取県西伯郡大山町　大山国有林、大流国有林

  鳥取県東伯郡琴浦町　船上山国有林、本谷奥国有林

  鳥取県日野郡江府町　鏡ヶ成国有林

    面積：3,193.25ha

大山北壁

大山滝

桝水高原
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三
重
森
林
管
理
署
32

　

「
遊
々
の
森
、
生
き
生
き
学
び
の
森
」

　

「
遊
々
の
森
、
生
き
生
き
学
び
の
森
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

焼焼や

き

お

や

き

お尾尾
国
有
林

国
有
林

http://www.kinki.kokuyurin.go.jp/mie

〒
五
一
九ｰ

〇
一
一
六

　

三
重
県
亀
山
市
本
町
一ｰ

七ｰ

一
三

 

Ｔ
Ｅ
Ｌ
〇
五
〇ｰ

三
一
六
〇ｰ

六
一
一
〇

 

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
五
九
五ｰ

八
二ｰ

八
七
九
二

  

焼
尾
国
有
林
（
約
１
６
５
㏊
）
の
所
在
す
る
伊

賀
市
阿
山
地
域
は
、三
重
県
の
北
西
部
に
位
置
し
、

北
は
滋
賀
県
、
西
は
京
都
府
、
奈
良
県
に
接
し
て

お
り
、
近
畿
圏
、
中
部
圏
の
二
大
都
市
圏
へ
は
、

そ
れ
ぞ
れ
約
一
時
間
の
距
離
で
す
。

　

地
形
は
北
東
部
を
鈴
鹿
山
系
、
南
西
部
は
大
和

高
原
、
南
東
部
を
布
引
山
系
に
囲
ま
れ
た
盆
地
を

形
成
し
て
お
り
、
低
地
・
台
地
は
少
な
く
、
丘
陵

地
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、
限
ら
れ

た
平
地
や
台
地
を
農
地
や
宅
地
と
し
て
利
用
し
て

い
ま
す
が
、
近
年
で
は
丘
陵
地
等
を
開
発
し
、
住

宅
団
地
な
ど
も
形
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
水

系
は
大
阪
湾
に
流
れ
込
む
淀
川
の
源
流
域
で
あ

り
、
近
畿
圏
域
の
水
源
地
と
な
っ
て
い
ま
す
。　

　

当
地
域
を
取
り
巻
く
森
林
は
地
域
の
景
観
を
形

成
す
る
と
と
も
に
、
水
源
か
ん
養
等
の
公
益
的
機

能
を
発
揮
し
て
い
ま
す
。

  

こ
の
た
め
、
自
然
環
境
の
保
全
に
対
し
て
住
民

の
関
心
が
高
く
、
多
く
の
地
域
で
自
然
と
の
共
生

を
め
ざ
し
た
活
動
も
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

平
成
16
年
３
月
、
三
重
森
林
管
理
署
長
と
阿
山

町
教
育
委
員
長
が
「
遊
々
の
森
」
の
協
定
を
締
結

し
ま
し
た
。「
遊
々
の
森
」
の
対
象
地
は
、
焼
尾

国
有
林
内
の
約
５
ヘ
ク
タ
ー
ル
で
、
こ
の
森
が
子

ど
も
達
の
生
き
る
力
を
育
む
森
林
と
な
る
よ
う

「
生
き
生
き
学
び
の
森
」
と
称
し
、
町
内
の
小
中

学
校
の
児
童
・
生
徒
が
、
植
物
観
察
、
森
林
散
策
、

林
業
体
験
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。
協
定
締
結
以

降
、毎
年
、伊
賀
市
教
育
委
員
会
が
主
催
す
る
「
子

ど
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
教
室
」
の
一
環
と
し
て
、
市
内

の
小
学
生
が
「
遊
々
の
森
」
で
森
林
の
働
き
な
ど

を
学
ん
で
い
ま
す
。
当
署
で
は
今
後
と
も
、
森
林

教
室
の
開
催
等
を
通
じ
て
、
こ
れ
ら
の
取
組
を
支

援
し
て
い
く
考
え
で
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

更
に
、
平
成
20
年
２
月
に
は
、、
三
重
森
林
管

理
署
長
と
伊
賀
森
林
組
合
長
が
焼
尾
国
有
林
内
の

約
25
㏊
を
対
象
に
松
林
の
再
生
を
目
的
と
し
た

「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
森
林
整
備
の
森
」
の
協

定
を
締
結
し
ま
し
た
。
今
後
、
松
林
の
再
生
に
向

け
て
の
森
林
整
備
が
始
ま
り
ま
す
が
、
署
と
し
て

も
技
術
的
な
助
言
な
ど
に
よ
り
、
連
携
し
た
取
組

を
行
っ
て
行
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

「
遊
々
の
森
」
の
協
定
を
締
結
し
た
焼
尾
国
有
林

森
林
教
室
の
実
施
風
景

森
林
教
室
に
お
い
て
の
オ
ブ
ジ
ェ
作
り

「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
森
林
整
備
の
森
」
鎌
入
れ
式

の
様
子



NO.992

7 森のひろば 10 月号

各
署
等
の
取
組
・
行
事
の
紹
介

各
署
等
の
取
組
・
行
事
の
紹
介

一
本
杉
山
国
有
林
で
「
海
山
交
流
」

実
施

【
島
根
森
林
管
理
署
】
８
月
26
日
、
美
郷
町
内
に

あ
る
一
本
杉
山
国
有
林
に
お
い
て
、「
山
と
海
と

を
結
ぶ
海
山
交
流
」（
島
根
県
、
江
の
川
下
流
流

域
林
業
活
性
化
セ
ン
タ
ー
、
島
根
森
林
管
理
署
主

催
）
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

  

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
平
成
13
年
か
ら
山
で
の
林

業
体
験
や
海
で
の
稚
魚
放
流
体
験
等
を
通
じ
て
、

山
で
働
く
人
た
ち
が
林
業
と
漁
業
の
関
わ
り
を
知

る
た
め
に
交
流
を
深
め
、
お
互
い
の
仕
事
の
役
割

を
再
認
識
す
る
こ
と
を
目
的
に
実
施
さ
れ
て
き
ま

し
た
。

　

当
日
は
、
雨
の
心
配
を
し
て
い
ま
し
た
が
、
天

候
に
も
恵
ま
れ
、
漁
業
を
営
む
Ｊ
Ｆ
し
ま
ね
温
泉

津
出
張
所
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
ひ
ろ
し
ま
ね
、
並
び
に
地
元

自
治
会
の
人
た
ち
約
90
人
が
山
を
一
緒
に
守
ろ
う

と
、
下
草
刈
り
に
汗
を
流
し
ま
し
た
。

 
 

今
回
下
草
刈
り
し
た
一
本
杉
山
国
有
林
は
、

山
・
川
・
海
に
携
わ
る
方
々
で
昨
年
11
月
に
ヤ

マ
ザ
ク
ラ
、
ヤ
マ
ボ
ウ
シ
、
ブ
ナ
な
ど
の
苗
木

６
０
０
本
を
植
樹
し
た
箇
所
で
、
参
加
者
は
生
育

の
妨
げ
と
な
る
雑
木
、
雑
草
に
分
け
入
り
、
鎌
で

30
分
ほ
ど
の
作
業
を
行
い
ま
し
た
。
作
業
後
は
、

雑
草
に
覆
わ
れ
て
い
た
苗
木
の
目
印
用
の
竹
の
頭

部
も
き
れ
い
に
姿
を
あ
ら
わ
し
、
大
漁
旗
が
風
吹

山
に
大
漁
旗
は
た
め
く
海
山
交
流

「
高
野
山
古
事
の
森
」
で
下
草
刈
り

【
和
歌
山
森
林
管
理
署
】
高
野
山
古
事
の
森
育
成

協
議
会
と
和
歌
山
森
林
管
理
署
は
７
月
22
日
「
高

野
山
古
事
の
森
」
で
樹
木
の
生
育
を
妨
げ
る
下
草

を
刈
り
払
う
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

「
高
野
山
古
事
の
森
」
は
神
社
仏
閣
な
ど
歴
史

的
な
木
造
建
造
物
の
修
復
に
使
用
で
き
る
木
を
育

て
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
２
０
０
年
～
４
０
０

年
生
の
森
づ
く
り
を
す
る
も
の
で
、「
高
野
山
古

事
の
森
育
成
協
議
会
」
と
和
歌
山
森
林
管
理
署
と

で
協
定
を
締
結
し
て
平
成
16
年
に
設
定
し
た
も
の

で
す
。

  

当
日
は
一
般
参
加
者
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
含
め

総
勢
52
名
で
、
炎
天
下
の
下
草
刈
り
に
挑
み
ま
し

た
。
参
加
者
の
一
人
は
、「
最
初
の
植
樹
の
時
に

参
加
し
ま
し
た
が
、
本
当
に
大
き
く
育
っ
て
く
れ

ま
し
た
」
と
、
う
れ
し
そ
う
に
自
分
が
植
え
た
木

の
周
り
の
草
を
、丁
寧
に
刈
り
払
っ
て
い
ま
し
た
。

　

今
回
は
作
業
終
了
後
の
お
楽
し
み
イ
ベ
ン
ト
と

し
て
森
林
散
策
と
総
本
山
金
剛
峯
寺
の
見
学
を
企

画
。
森
林
散
策
で
は
、
森
林
セ
ラ
ピ
ー
ロ
ー
ド
に

指
定
さ
れ
て
い
る
「
コ
ウ
ヤ
マ
キ
植
物
群
落
保
護

林
」
の
中
を
、
森
林
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
の
案
内

四
百
年
後
の
森
に
思
い
を
は
せ
て
の
下
草
刈
り
作
業

く
空
間
に
は
た
め
い
て
い
ま
し
た
。

  

作
業
終
了
後
は
、
海
、
川
、
山
の
幸
を
持
ち
寄
っ

た
食
の
交
流
。各
自
で
工
作
し
た
竹
の
器
と
箸
で
、

流
し
ソ
ー
メ
ン
、
イ
カ
ソ
ー
メ
ン
や
ア
ユ
・
ト
ウ

モ
ロ
コ
シ
の
炭
火
焼
き
な
ど
に
舌
鼓
を
う
っ
て
い

ま
し
た
。

　

Ｊ
Ｆ
し
ま
ね
温
泉
津
出
張
所
の
田
儀
好
孝
所
長

は
、「
山
が
死
ね
ば
、
海
が
死
ぬ
。
結
果
は
す
ぐ

に
は
目
に
見
え
な
い
が
、
地
道
に
交
流
を
続
け
る

こ
と
が
大
事
」
と
息
の
長
い
取
り
組
み
に
し
て
い

く
こ
と
を
誓
っ
て
い
ま
し
た
。

下
草
刈
り
に
汗
を
流
す
参
加
者

森
林
散
策
の
風
景
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森を守る森を守る
シリーズ

国
有
林
防
災
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
関
す
る
協
定
を
締
結

で
見
学
し
ま
し
た
。
参
加
者
は
、「
気
持
ち
の
い

い
森
の
中
を
歩
け
、
と
て
も
お
も
し
ろ
い
話
を
聞

き
ま
し
た
」「
こ
ん
な
す
ば
ら
し
い
森
が
あ
る
と

は
知
り
ま
せ
ん
で
し
た
」
と
喜
ん
で
い
ま
し
た
。

　

も
う
一
つ
の
イ
ベ
ン
ト
で
は
、
総
本
山
金
剛
峯

寺
の
御
協
力
に
よ
り
、
国
の
重
要
文
化
財
に
指
定

さ
れ
、
世
界
遺
産
で
も
あ
る
「
高
野
山
大
門
」
の

２
階
に
上
り
ま
し
た
。
普
段
は
上
る
こ
と
が
出
来

な
い
「
大
門
」
か
ら
の
眺
め
は
す
ば
ら
し
く
、
遠

く
山
並
み
の
向
こ
う
に
紀
淡
海
峡
が
見
え
ま
し

た
。
参
加
者
は
、
内
部
の
大
き
な
木
材
を
見
な
が

ら
、「
今
日
見
た
木
も
い
つ
か
は
こ
ん
な
ふ
う
に

使
わ
れ
る
と
い
い
で
す
ね
」
と
４
０
０
年
後
の
未

来
に
夢
を
た
む
け
て
い
ま
し
た
。

「
高
野
山
大
門
」
を
見
学

　

阪
神
・
淡
路
大
震
災
を
契
機
と
し
て
、
防
災
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
へ

の
意
識
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。
昨
年
発
生
し
た
新
潟
県
中
越
沖
地
震
に

お
い
て
は
、
山
地
災
害
の
危
険
箇
所
等
の
点
検
に
新
潟
県
治
山
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
が
参
加
し
、
集
中
的
な
情
報
収
集
活
動
に
よ
っ
て
迅
速
な
災
害

対
策
に
結
び
つ
い
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

こ
う
し
た
中
、
近
畿
中
国
森
林
管
理
局
で
は
、
管
内
の
国
有
林
に
つ

い
て
、
地
域
の
森
林
土
木
技
術
者
等
の
協
力
を
得
て
、
迅
速
な
災
害
対

策
を
図
る
た
め
、
９
月
24
日
、
公
募
に
よ
り
決
定
し
た
、
社
団
法
人
大

阪
林
業
土
木
協
会
（
宮
部
秀
文
会
長
）
と
、「
国
有
林
防
災
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
に
関
す
る
協
定
」
を
締
結
し
ま
し
た
。

　

調
印
式
で
、
朝
比
奈
局
長
は
、「
広
い
管
内
に
国
有
林
は
分
散
し
、

職
員
数
は
限
ら
れ
て
い
る
。
大
災
害
発
生
時
の
情
報
収
集
等
の
対
応
に

憂
慮
。
本
協
定
に
よ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
期
待
し
て
い
る
」
と
述

べ
ま
し
た
。
宮
部
会
長
は
、「
約
１
５
０
名
の
森
林
土
木
技
術
者
に
よ

り
管
内
全
域
の
国
有
林
で
活
動
を
展
開
。
災
害
情
報
を
迅
速
に
収
集
・

提
供
し
、
森
林
管
理
局
に
協
力
し
た
い
」
と
抱
負
を
語
り
ま
し
た
。

土砂流出によって森林管理に必要な林道が損傷を受けること

があります。大雨のあとでは速やかな点検が必要です。

新潟県中越沖地震において治山施設を点検する、新潟県治山ボラン

ティア（写真提供：新潟県治山課）

協定書を手にする、宮部会長 (左 )と朝比奈局長


